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公
債
費
負
担
適
正
化

計
画
の
概
要

財
政
状
況
の
見
直
し

計

画

期

間

　
　
爺
湖
町
は
平
成
17
年
度
決
算
に

　
　
お
い
て
、
普
通
会
計
に
お
け
る

実
質
公
債
費
比
率
の
３
カ
年
平
均
の

数
値
が
28
・
２
％
と
な
り
、
実
質
公

債
費
比
率
に
よ
る
起
債
許
可
団
体
と

な
っ
た
こ
と
、ま
た
後
年
度
も
高
い
数

値
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、実
質
公
債
費
負
担
の
適
正
な
管

理
の
た
め
の
取
り
組
み
を
計
画
的
に

行
う
た
め
、平
成
19
年
２
月
に
公
債
費

負
担
適
正
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
は
、

計
画
期
間
内
の
実
質
公
債
費
比
率
を

推
計
し
、
実
質
公
債
費
比
率
を
18
％

未
満
の
水
準
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と

を
目
標
と
し
た
計
画
で
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
に
お
い
て
は
、
平

成
20
年
度
決
算
に
基
づ
き
計
画
を
見

直
し
、
平
成
21
年
度
以
降
の
比
率
に

つ
い
て
推
計
し
ま
し
た
。

　
普
通
会
計
の
公
債
費
は
、
災
害
関

連
事
業
な
ど
の
起
債
事
業
の
累
積
に

よ
り
平
成
21
年
度
が
償
還
の
ピ
ー
ク

と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
今
後
の
公

営
企
業
会
計
を
含
め
た
建
設（
起
債
）

事
業
の
抑
制
な
ど
に
よ
り
公
債
費
の

縮
減
を
図
り
、
実
質
公
債
費
比
率
を

18
％
未
満
の
水
準
に
低
減
さ
せ
る
こ

と
と
し
ま
す
。

　
本
来
、
計
画
に
つ
い
て
は
、
７
年

度
以
内
で
定
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
既
往
債
に
よ
る
公
債
費
の

ピ
ー
ク
が
平
成
21
年
度
と
な
っ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
７
年
度
以
内
に
実

質
公
債
費
比
率
を
18
％
未
満
と
す
る

こ
と
は
極
め
て
難
し
い
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
18
年
度
か
ら
平
成

27
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
計
画
と
し

ま
す
。

（
１
）既
往
債
の
状
況

　
有
珠
山
噴
火
災
害
に
よ
る
砂
防
施

設
整
備
に
伴
う
、
公
営
住
宅
建
替
移

転
事
業
の
起
債
約
23
億
円
の
元
金
償

還
が
平
成
19
年
度
に
一
部
開
始
し
ま

し
た
。
既
往
債
に
お
け
る
公
債
費
の

ピ
ー
ク
は
平
成
21
年
度
で
あ
り
、
実

質
公
債
費
比
率
は
そ
れ
を
境
に
下
降

し
ま
す
。

（
２
）計
画
期
間
中
に
お
け
る
財
政
状

　
　
況
や
地
方
債
等
の
見
通
し
等

１
、歳
入
確
保
や
捻
出
方
法

　
現
況
と
し
て
、
地
方
税
は
平
成
16

年
度
以
降
ほ
ぼ
横
ば
い
状
況
に
あ
り
、

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
平
成
17
年

度
以
降
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
国
の
行
財
政
改
革
な

ど
に
よ
る
見
直
し
に
よ
り
今
後
の
増

額
は
見
込
め
な
い
状
況
に
あ
り
、
歳

入
を
確
保
す
る
た
め
、
町
税
・
税
外

収
入
の
滞
納
整
理
強
化
の
推
進
、
各

公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し
や
受
益

者
負
担
の
適
正
化
な
ど
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

２
、歳
出
削
減
の
内
容

　
歳
出
の
削
減
に
関
し
て
は
、
以
下

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

・
特
別
職
報
酬
の
削
減

・
職
員
給
与
、
時
間
外
勤
務
手
当
の

　
削
減

・
職
員
退
職
に
よ
る
欠
員
の
不
補
充

・
議
員
定
数
の
削
減

・
事
務
経
費
の
節
減
（
事
務
用
品
の

　
節
約
、
事
務
機
器
の
合
理
化
）

・
施
設
維
持
管
理
経
費
の
節
減

・
町
内
各
種
団
体
の
一
元
化
な
ど
に

　
よ
る
補
助
金
の
縮
減

・
特
別
会
計
に
お
け
る
料
金
改
定
な

　
ど
に
よ
る
繰
出
金
の
削
減
（
上
下

　
水
道
料
金
、
国
民
健
康
保
険
税
の

　
改
定
を
検
討
）

・
普
通
建
設
事
業
の
抑
制
（
新
規
事

　
業
の
抑
制
及
び
継
続
事
業
の
見
直

　
し
に
よ
る
延
期
な
ど
）

３
、今
後
の
地
方
債
発
行
等
に
係
る
方

　
針

　
平
成
19
年
度
以
降
の
普
通
建
設
事

業
は
、
継
続
事
業
を
中
心
と
し
、
新

規
事
業
に
お
い
て
は
緊
急
性
・
必
要

性
を
勘
案
し
な
が
ら
、
実
質
公
債
費

比
率
の
早
期
低
減
化
に
向
け
抑
制
に

取
り
組
み
、
今
後
の
地
方
債
発
行
に

つ
い
て
も
同
様
に
抑
制
を
図
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
交
付
税
算
入
措
置
の

あ
る
有
利
な
起
債
の
利
用
を
図
り
ま

す
。

４
、計
画
期
間
中
に
お
け
る
実
質
公
債

　
費
比
率
の
適
正
管
理
の
た
め
の
方

　
策

　
上
記
１
、２
に
よ
る
財
政
状
況
の
健

全
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
債
の

発
行
を
抑
制
し
実
質
公
債
費
比
率
の

適
正
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

５
、実
質
公
債
費
比
率
の
見
通
し
等

　
今
後
の
実
質
公
債
費
比
率
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
、
単
年
度
の
実
質
公

債
費
比
率
は
平
成
20
年
度
を
ピ
ー
ク

に
減
少
し
、
平
成
27
年
度
で
は
16
・

２
％
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
平
成
18
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
度
に
基
づ
い
て
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

　
計
画
は
、
実
質
公
債
費
負
担
の
適
正
な
管
理
の
た
め
の
取
組
み
を
計
画
的
に
行
う
た
め
の
も
の
で
、
平
成
18
年

度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
、
早
期
是
正
措
置
の
対
象
と
な
る
18
％
未
満
に
低
減
す
る
も
の
で
す
。

　
財
政
健
全
化
計
画
に
お
け
る
実
質
公
債
費
比
率
推
計
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
決
算
で

　
実
質
公
債
費
比
率

18
％
未
満
に
低
減

平
成
27
年
度
決
算
で

　
実
質
公
債
費
比
率

18
％
未
満
に
低
減

公債費負担
適正化計画



　
　
妹
都
市
の
箱
根
町
か
ら
、
有
珠

　
　
山
噴
火
当
時
応
援
部
隊
と
し
て

来
町
し
た
職
員
が
、
１
泊
２
日
の
日

程
で
、
１
月
15
日
当
町
を
訪
問
し
、

見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
っ
た
街

の
変
貌
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
訪
問
し
た
の
は
、
箱
根
町
か
ら
の

第
１
陣
と
し
て
、
２
０
０
０
年
の
５

月
22
日
か
ら
10
日
間
救
援
活
動
に
た

ず
さ
わ
っ
た
６
人
。

　
当
時
多
く
の
地
域
が
避
難
解
除
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
中
で
、
避
難
所
や

消
防
な
ど
に
配
属
さ
れ
、
職
員
と
い

っ
し
ょ
に
昼
夜
を
問
わ
ず
被
災
住
民

の
た
め
奮
闘
し
ま
し
た
。

　
同
職
員
ら
は
帰
町
し
た
後
、
復
興

し
た
当
町
を
再
度
訪
問
し
よ
う
と
、

個
人
的
に
お
金
を
積
み
立
て
、
噴
火

か
ら
10
年
の
節
目
の
年
に
永
年
の
思

い
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

　
役
場
に
到
着
し
た
一
行
は
、
早
速

長
崎
町
長
を
表
敬
訪
問
し
、
今
回
の

訪
問
の
目
的
を
伝
え
、
町
長
か
ら
は
、

あ
ら
た
め
て
救
援
活
動
に
対
し
感
謝

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
サ
ミ
ッ
ト
会
場
と
な
っ
た

ウ
イ
ン
ザ
ー
ホ
テ
ル
、
サ
ミ
ッ
ト
記

念
館
を
見
学
し
、
翌
日
は
洞
爺
湖
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
火
山
科
学
館
を

訪
れ
、
復

興
の
歩
み

を
実
感
し

ま
し
た
。

　
参
加
し

た
職
員
ら

は
「
復
興

し
た
ま
ち

を
、
一
度

見
て
み
た

か
っ
た
」

「
当
時
は
、

す
べ
て
が

灰
色
の
世

界
に
見
え

た
が
、
道

路
も
整
備

さ
れ
、
山

に
も
緑
が

戻
り
、
び

っ
く
り
し

て
い
る
」
な
ど
町
の
立
直
り
に
言
葉

も
な
い
ほ
ど
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

計画策定年度
(平成18年度)

実質公債費比率の
見込み（単年度）

実質公債費比率の
見込み（3ヵ年平均）

実質公債費比率の
見込み（単年度）

実質公債費比率の
見込み（3ヵ年平均）

第 ２ 年 度
(平成19年度)

第 ６ 年 度
(平成23年度)

第 ７ 年 度
(平成24年度)

第 ８ 年 度
(平成25年度)

第 ９ 年 度
(平成26年度)

第 1 0 年 度
(平成27年度)

第 ３ 年 度
(平成20年度)

第 ４ 年 度
(平成21年度)

第 ５ 年 度
(平成22年度)

29.5％

30.0％

30.1％

25.4％

26.5％

28.5％

29.9％

29.8％

28.5％

27.3％

23.7％

21.6％

19.2％

17.9％

16.2％

25.2％

23.9％

21.5％

19.5％

17.7％

■実質公債費比率の将来推計（平成21年度改訂）

応
援
第
一
陣
の
箱
根
町
職
員

復
興
後
の
当
町
を
訪
問

2000年
有珠山噴火

サミット記念館で記念撮影する職員の皆さんサミット記念館で記念撮影する職員の皆さん



行政改革実施計画(集中改革プラン)を見直しました
　町では、行政改革大綱に掲げた「行政改革の重点項目」を集中的に行うため、改革・改善の具体的な数値目標を定め

た『洞爺湖町行政改革実施計画（集中改革プラン）』を策定し、行財政改革の推進を図っています。

　このたび、基準を超えた実質公債費比率の改善策はもとより、収支の均衡を図る改

善策も盛り込んだ「財政健全化計画」が策定されたことに伴い、この計画と連動した改

革を図るため、『洞爺湖町行政改革実施計画（集中改革プラン）』に新たな取組みを加え、

見直しを行いました。

　今後は、財政健全化計画に盛り込まれた新たな改革項目の実行は勿論ですが、従前

から集中改革プランに掲げられている改革項目の着実な実施を図るため、役場組織を

挙げて取組みを進めていきます。

　平成22年度補助金採択方針及び洞爺湖町行政改革実施計画（集中改革

プラン・補強修正版）について、町のホームページ(http://www.town.to

yako.hokkaido.jp)へ掲載するほか役場本庁舎、洞爺総合支所、洞爺湖温

泉支所に備え付けていますのでご覧ください。

22年度補助金採択方針と集中改革プランの見直し内容を公表いたします

行財政改革審議会委員・地域審議会委員
◆地域審議会  新町建設計画に関することや地域の課題などについて審議します。

◆行財政改革審議会  集中改革プランの進行管理など、町の行財政改革推進に必要な事項を審議します。

◆定 　　 員　・行財政改革審議会……３名以内

　　　　　　　・地域審議会……それぞれの地区で３名以内(虻田地区・洞爺地区)

◆資　　　格　�平成22年４月１日において20歳以上の洞爺湖町にお住まいの方（住民基本台帳に記載さ

　　　　　　　　れている方）

　　　　　　　�任期中、継続して出席できる見込みのある方

　　　　　　　�公募委員に選任される日において、町の他の審議会などで委員に選任されていない方

　　　　　　　�町の職員を含む行政機関の職員又は町議会議員でない方

◆応募の締切り　平成22年３月２日（火）まで

◆申 込 方 法　所定の応募用紙に必要事項を記入のうえ、持参または郵送してください。

◆任　　  期　２年間

◆応　募　先　行財政改革審議会・地域審議会（虻田地区）　企画防災課（　74－3004）へ

　　　　　　　地域審議会（洞爺地区）　洞爺総合支所（　82－5111）へ

＊応募用紙は、町のホームページ(http://www.town.toyako.hokkaido.jp)からの取り出し又は本庁舎、総

　合支所、温泉支所に備え付けてあります。
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　　　　　　　・地域審議会……それぞれの地区で３名以内(虻田地区・洞爺地区)
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　合支所、温泉支所に備え付けてあります。



企画防災課行財政改革推進室　74-3004

⑥

　補助金は、町民が主体となって取り組む公益活動の支援や町民と行政の協働関係を築くうえで重要な役割を果た

していますが、今日の社会情勢のもとでは、補助金の有効性とともに、使途の透明性が強く求められています。

このことから町では、町広報紙などでお知らせのとおり、現状の補助金をいったん白紙に戻し、町内の各種団体など

の皆さんに補助金を希望する事業の募集を行いました。

　この結果、40件の補助金要望があり、あらためて補助金交付の原点に立ち返り、「公益性」、「有効性」、「適格性」を視

点に、事業実績による補助金の効果や必要性を審査いたしました。

　また、あわせて、団体などから要望があった補助金以外の助成金や交付金などについても評価・審査を実施し、町が

支出している補助金などを含めた総点検を行い、「平成22年度補助金採択方針」を決定いたしました。

◆事業の公益性
(1) 地域での町民自治、社会福祉、教育の推進について高い必要性を認めるもので、特定の
　　者のみ利益に供することのないもの。
(2) 行政の施策として、事業を団体、個人に積極的に推進しようとするもの。
(3) 地域の経済・産業の振興、雇用の促進の分野において、行政が積極的に普及・支援する上
　　で、事業推進を図るための援助が必要と認められるもの。
◆事業の有効性
(1) 補助金の交付に対して効果が認められること。
(2) 事業活動の目的・視点・内容などが明示され、かつ、社会、経済情勢に合致していること。
(3) 多様な主体と行政との役割分担の中で、真に補助すべき事業・活動であること。
(4) 社会情勢から適宜を得ていること。
◆団体の適格性
(1) 団体等の会計処理及び使途が適切であること。
(2) 団体等の事業活動の内容が団体等の目的と合致していること。

平成22年度に向けた補助金等の審査結果について

審査結果の概要について

審査の視点
(基準)

区　分 判　定　区　分　の　説　明 補助要望に
対する審査

行政が実施
した総点検

休 　 止

終 　 了

廃 　 止

不 採 択

整理・統合

抑 　 制

期間限定

採 　 択

当面、補助を休止するもの

期間を限定された補助で、21年度をもって終了とするもの

事務事業評価結果に基づき、21年度を限りに廃止を打ち出すもの

補助の必要性はあるが、複数・類似補助を整理統合して効果をあげようとするもの

補助の必要性はあるが減額すべきもの　助成額の上限の設定が必要なもの

自助・自立がされつつある団体で目的達成されつつあるもの

(1)審査基準による評価が極めて低く、原則交付すべきでないもの(2)明らかに自助・自立が認められる団体で
あるため、原則交付対象からはずすべきもの(3)事業目的が完了された団体であるため、原則交付対象からは
ずすべきもの(4)社会情勢等の変化から、補助目的・視点・内容が適切でなくなり、事業効果が薄れているもの

(1)補助金交付基準に概ね適合しており、多少の指摘事項はあるが、原則交付すべきもの
(2)行政を補完している団体等、町の政策上必要なもの

＊審査結果は、「平成22年度補助金採択方針」に掲載しています。 評価・審査総数65件

－

－

－

1

1

10

1

27

40

1

2

3

－

－

1

－

18

25合 計



新聞紙で作ったエコバッグ大人気
洞爺高校生販売実習実施

老人クラブの芸達者が集合
新年演芸交流大会

美味しい物コンテスト
洞爺高校生初の最優秀賞

地元特産ホタテが学校給食に
道ほたて漁業振興協会が町に80キロ無償提供

　　６回洞爺美味しい物コンテスト（プュアフーズとうや

　　主催）が、１月20日洞爺総合センターで開かれ、町内

の主婦や高校生の手づくりによる地場産品を使った漬物、

惣菜、スイーツ33点が出品されました。

　最優秀賞には、洞爺高校生が作った「長芋とクリームチ

ーズのタルト」が選ばれました。

その他の成績は次のとおり。（敬称略）

▽優秀賞　桜大根漬（野田安子）▽準優秀賞　赤カブの酢

物（星野光子）・わさび漬（木須ゆり子）▽残念賞　完熟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トマトジュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ース（大西

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マサ子）▽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別次点野

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菜七色漬村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上愛子）

　　人クラブ連合会（鈴木正直会長）が主催する、新春恒

　　例の新年演技交流大会が、今年も１月21日洞爺湖文化

センターで開かれ、町内の18老人クラブから約250人が集

まり、旧交を温めあいました。

　楽木忠副会長の「高齢者みんなで支えあい、一層の交流

を深めましょう」との挨拶で開演。オープニングは、「夜

明け」を合唱した平均年齢80歳のいきいきクラブの皆さん

（虻田３区）で、引き続き午前と午後に分かれて33の演芸

が披露されました。

　蝶ネクタイとブラウスで衣装を揃え、凛々しく美声を聞

かせる合唱やピンクの着物も艶やかな若々しい踊りなど、

趣向凝らしたプログラムで参加者を楽しませていました。

　　境教育に

　　重点を置

いている洞爺

高校（吉村恭

子校長）の２

年生７人が、

１月28日町内

のスーパーウ

ロコ虻田店で、

環境を意識して作られたエコバッグ、廃油石鹼、地元産素

材のジャム、マドレーヌ、クッキーなど６品を販売し、時

間内で完売する商品がでるほど盛況でした。

　実演コーナーでは、新聞紙のエコバッグ作りが行われ、

新聞紙を５枚重ねてボンドで接着するだけの簡単なもので、

容量は約３kgまでは大丈夫だそうで、「家で作って近所の

人に配りたい」と話す人もいました。

　　タテの更なる消費拡大を目的に北海道ほたて漁業振興

　　協会室蘭支部から冷凍貝柱80 が、当町の学校給食セ

ンターに無償提供され、１月28日の町内小中学校の給食に、

虻田地区はホタテのシチュー、洞爺地区はホタテのステー

キとして出されました。

　とうや小学校（伝法満校長）の３年生のクラスでは、食

前に担任の水戸ちひろ先生から噴火湾の場所の説明があり、

藤川知子栄養教諭は、生きた貝付きのほたてを見せてホタ

テについて話をしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童らは、本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来の味を味わっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てもらおうと、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生の貝柱をソテ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーしただけのホ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タテステーキを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フォークとナイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フを使い、おい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しそうにほおば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っていました。

人気の新聞を利用したエコバッ作りのコーナー人気の新聞を利用したエコバッ作りのコーナー

真剣な表情で審査する審査員ら真剣な表情で審査する審査員ら

おいしそうにホタテをほおばる児童らおいしそうにホタテをほおばる児童ら

元気な歌声を響かせた合唱元気な歌声を響かせた合唱



海難事故の防止を誓う
新年虻田救難所出初式

洞爺湖町成人式
大人への自覚胸に新成人集う

洞爺湖名物を創作
地場産材料のアイデア料理試食会家の中で雪あそび

雪の結晶のマイバッグ作り楽しむ

　　月６日虻田漁港荷さばき所で、日本水難救済会虻田救

　　難所（高清水幸夫所長）の平成22年出初式が開かれ、

今年１年の安全を誓い、永年勤続者の表彰を行いました。

　長崎良夫監督官から「昨年は幸いにも大きな事故がなか

ったことは、皆さんの努力の賜物です。今年も海難事故の

ないよう努めていただきたい」と訓示がありました。

　来賓挨拶の後、高清水所長が「海難事故の無い、起こさ

ないを肝に命じ、訓練に邁進していきます」と答辞を述べ、

出初式を終了しました。永年勤続者の表彰者は次のとおり

（敬称略）。

▽40年・佐藤　博・三島清六・三島清治▽30年・三島三樹

雄▽20年

・阿部豊

・小山紳

一・内海

裕靖・阿

部重徳・

藤野幸治

・内海雅

仁

　　爺湖町成人式が１月10日、役場防災研修ホールで行な

　　われ、参加した94人は、自覚を胸に大人へ大きな一歩

を踏み出しました。

　式典では、長崎町長が「今日から自分たち一人ひとりが、

社会に参画するのだという意識をしっかり持ち、国民とし

て、国や道、町が抱える課題と向き合ってほしい」と新成

人を激励しました。

　来賓の祝福に応えて、後藤有羽香さんと齊藤のぞみさん

が「社会に貢献することを誓います」と20歳の誓いを読上

げました。

　式典終了後には、

祝賀会が催され、

○×ゲームや商品

券などが当たる抽

選会で、大いに盛

り上がりました。

　　爺湖温泉誕生100年記念事業委員会（若狭洋市会長）は、

　　２月６日に開かれる同オープニング記念式典で提供す

る料理の試食会を、１月19日洞爺湖文化センターで開きま

した。洞爺湖名物の誕生が狙いで、参加した生産者や住民

ら約80人は、多彩なアイデア料理に感心した様子でした。

　この日のメニューは、農業生産法人神内ファーム21が花

和地区で生産しているあか牛、洞爺地区で収穫された野菜、

虻田漁港で水揚げされたホタテ、高級魚マツカワなど洞爺

湖周辺地域産の材料を使って各ホテルや飲食店の調理人が

仕上た35品。「牛肉のやわらか煮」や「マツカワの根菜汁」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など試食した住

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　民らは、「肉がや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わらかい」「なべ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でもマツカワは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おいしい」など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　好評を博してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ました。

　　月16日洞爺湖ビジターセンターが主催する「お家の中
　　で雪遊び！」が、同センターで開かれ、雪の結晶を作
る実験やバッグの製作を行い、参加した親子らは楽しい時
間を過ごしました。
　同センターの藤井安澄さんの指導で、糸をたらしたペッ
トボトルをドライアイスを使って冷却し、糸の先にすこし
づつできてゆく雪の結晶を、観察しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引き続き、雪の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　結晶の型を作って、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　それをアクリル絵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の具でプリントし、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　布製のマイバッグ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　を完成させ、出来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　栄えに満足した様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　子でした。

今年の安全を誓う新年虻田旧難所出初式今年の安全を誓う新年虻田旧難所出初式

雪の結晶の型作りに取組む参加者雪の結晶の型作りに取組む参加者 おいしそうな創作料理が並んだ試食会おいしそうな創作料理が並んだ試食会

喜びいっぱいの新成人ら喜びいっぱいの新成人ら



　
　
税
者
本
人
又
は
そ
の
控
除
対
象

　
　
配
偶
者
や
扶
養
親
族
の
う
ち
に

障
害
者
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
い
ず

れ
か
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
の
障
害

者
ま
た
は
特
別
障
害
者
の
区
分
に
応

じ
る
一
定
の
金
額
を
、
障
害
者
控
除

と
し
て
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

対
象
要
件
は

 
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者

保
険
福
祉
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
。

 
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の

う
ち
、
常
に
就
床
を
要
す
る
な
ど
、

身
体
障
害
者
な
ど
に
準
ず
る
と
認
め

ら
れ
る
方
。

 
精
神
上
の
障
害
に
よ
り
、
日
常
的

に
物
事
の
道
理
を
理
解
す
る
能
力
に

欠
け
る
方
、
そ
の
他
に
も
幾
つ
か
の

規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
障
害

者
の
う
ち
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
重

度
な
も
の
に
つ
い
て
は
特
別
障
害
者

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
給
与
受
給
者
に
あ
っ
て
は
、
年
末

調
整
時
の
申
告
に
よ
り
適
用
さ
れ
ま

す
が
、
そ
の
他
の
公
的
年
金
な
ど
受

給
者
や
個
人
事
業
者
な
ど
で
、
障
害

者
控
除
の
要
件
を
満
た
し
て
い
て
も

未
申
告
に
よ
り
適
用
さ
れ
て
い
な
い

方
、
も
し
く
は
障
害
の
程
度
が
普
通

障
害
か
ら
特
別
障
害
に
変
更
と
な
っ

た
方
な
ど
、
申
告
を
要
す
る
方
に
つ

い
て
は
、
障
害
者
控
除
に
係
る
確
定

申
告
（
還
付
申
告
）
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
所
得
税
が
還
付
も
し
く
は
軽

減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

住
民
税
に
つ
い
て
も
同
様
に
軽
減
さ

れ
ま
す
。

　
不
明
な
点
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
税
務
財
政
課
税
務
グ
ル
ー

プ
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

(

注
）
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

の
う
ち
、
身
体
障
害
者
な
ど
に
準
ず

る
と
認
め
ら
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、

洞
爺
湖
町
が
交
付
す
る
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
申
告
前
に
同
認
定
書

を
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
介
護
保

険
グ
ル
ー
プ
（
　
74-

３
０
０
１
）
ま

で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

障
害
者
控
除
に

つ
い
て

～控除について～
税務財政課税務グループ

74-3003

申告期限は２月16日（火）～３月15日（月）まで
■申告の必要な方
　�平成22年１月１日現在洞爺湖町に在住し、平成21年中に所得（給与・年金等・営業・不動産・配当・利子など）があった方
　�給与所得者で、退職などにより事業所などで年末調整を受けていない方�２カ所以上（例　給与と年金など）から収入の
　ある方�収入がなくても、洞爺湖町の国民健康保険（長寿医療保険）に加入している方�各種の税証明（課税・非課税・所得
　証明）が必要な方。
　　次の日程により相談会場を設けますので、ご相談ください。
■開催日時　３月５日（金）　午前10時～正午、午後１時～４時まで
■会　　場　洞爺湖温泉支所
■申告に持参するもの
　平成21年１月１日～12月31日までの収入及び必要経費を証明する書類（帳簿類・源泉徴収票など）、印鑑、社会保険料（国民
　健康保険税など）の領収書、国民年金の支払証明書、生命保険料などの証明書、地震保険料（長期損害保険料）の控除証明書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　■日　　時　２月24日（水）・25日（木）・26日（金）17時30分～20時30分まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３月10日（水）・11日（木）・12日（金）17時30分～20時30分まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計６日間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■会　　場　役場税務財政課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは、洞爺湖町役場税務財政課税務グループ（　74-3003）まで問合せください。

平成22年度町・道民税の申告相談及び所得税の確定申告相談会

夜間の確定申告相談会



　
　
藤
敬
臣
さ
ん
の
人
権
擁
護
委
員

　
　
退
任
に
よ
り
、
平
成
22
年
１
月

１
日
付
け
で
、
七
戸
朝
子
氏
が
新
た

に
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
る
と
と
も
に
、
宮
崎
泰
人

氏
が
引
き
続
き
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村
に
お

い
て
地
域
住
民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ

な
い
よ
う
常
に
注
意
を
払
い
、
も
し
、

人
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の

相
談
を
受
け
る
と
と
も
に
、
被
害
救

済
の
た
め
す
み
や
か
に
適
切
な
処
理

を
採
り
、
ま
た
、
街
頭
啓
発
、
講
演

会
な
ど
を
通
じ
て
、
人
権
の
大
切
さ

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
の
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
格
識
見
が

高
く
、
人
権
擁
護
に
理
解
の
あ
る
人

を
、
町
長
が
推
薦
し
、
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。
任
期
は
、
３
年

間
で
す
。

　
洞
爺
湖
町
に
お
い
て
は
、
５
人
の

人
権
擁
護
委
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
は
次
の
と
お
り
。

▼
宮
崎
　
泰
人（
み
や
ざ
き
や
す
ひ
と
）

　
高
砂
町
37-

27
　

　
　
76-

４
７
７
２

▼
七
戸
　
朝
子（
し
ち
の
へ
と
も
こ
）

　
洞
爺
湖
温
泉
１
８
０-

10
　
　

　
　
75-

２
８
６
２

▼
三
浦
　
敦
子（
み
う
ら
あ
つ
こ
）　

　
高
砂
町
１
５
９-

２

　
　
76-

５
３
０
６

▼
五
十
嵐
優
子（
い
が
ら
し
ゆ
う
こ
）

　
洞
爺
町
１
２
３

　
　
82-

５
４
１
１

▼
桑
原
　
　
敏（
く
わ
は
ら
さ
と
し
）

　
洞
爺
町
71-

２

　
　
82-

５
３
６
９

　平成20年４月から後期高齢者医療制度が始まりましたが、制度全般や給付サービスと各種申請手続き、保険料などに関す
る住民説明会を次のとおり開催します。

■日　　時　３月４日（木曜日）
　　　　　　14時00分から15時30分まで

■場　　所　洞爺湖町役場３階　防災研修ホール

■対　　象　どなたでも出席できます。年齢は問いません。

■申　　込　特に必要はありませんが、会場の規模により
　　　　　　定員になり次第、入場を制限させていただくこ
　　　　　　とがあります。

■主な内容　・後期高齢者医療制度について
　　　　　　・給付サービスの内容について
　　　　　　・各種申請手続きについて
　　　　　　・保険料についてなど

住 民 説 明 会

北海道後期高齢者医療広域連合　011-290-5601
役 場 住 民 課 国 保 医 療 係　74-3002

■問合せ

人権イメージキャラクター『人ＫＥＮまもる君・人ＫＥＮあゆみちゃん』

宮
崎
泰
人
さ
ん（
再
任
）、七
戸
朝
子
さ
ん（
新
任
）

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

後期高齢者医療制度のお知らせ



　
　
爺
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

　
　
毎
年
５
月
か
ら
は
じ
ま
る
「
ふ

れ
あ
い
交
流
会
」
の
平
成
22
年
度
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
交
流
会
は
、
町
内
に
居

住
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を

対
象
に
、
高
齢
者
同
士
の
交
流
の
促

進
を
図
り
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ

る
暮
ら
し
を
願
い
、
虻
田
・
洞
爺
地

区
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
交
流
会
で
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
簡
単
な
ゲ
ー

ム
や
軽
い
体
操
な
ど
に
取
組
み
、
昼

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
手

づ
く
り
の
昼
食
を
味
わ
い
な
が
ら
、

お
互
い
の
近
況
を
語
り
合
う
な
ど
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
す
。
「
友

達
が
い
な
い
…
ひ
と
り
で
の
参
加
が

ち
ょ
っ
と
心
細
い
…
」
と
い
う
方
で

も
大
丈
夫
。
気
軽
に
参
加
し
て
、
仲

間
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初

め
て
の
参
加
、
大
歓
迎
で
す
。

　
な
お
、
健
康
の
た
め
に
徒
歩
に
よ

る
参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
が
、
自
力

で
参
加
で
き
な
い
方
に
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
送
迎
も
行
っ
て
い
ま
す
。
申

込
み
の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
開
　
催
　
５
月
か
ら
11
月
ま
で
の

　
毎
週
水
曜
日
、
午
前
１
０
時
か
ら

　
午
後
１
時
頃
ま
で
（
参
加
者
は
隔

　
週
の
利
用
に
な
り
ま
す
）

■
会
　
場
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
さ
わ
や
か

■
参
加
費
　
１
回
２
０
０
円
（
食
事

　
の
材
料
代
と
し
て
承
り
ま
す
）

■
対
象
者
　
町
内
に
お
住
ま
い
の
独

　
り
暮
ら
し
の
方
で
次
の
年
齢
の
方

　
が
対
象
で
す
。

・
男
性
　
昭
和
15
年
３
月
31
日
ま
で

（
70
歳
以
上
）

・
女
性
　
昭
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

（
75
歳
以
上
）

　
な
お
家
族
と
同
居
等
で
あ
っ
て
も

世
帯
の
状
況
に
よ
り
参
加
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
注
意
　
洞
爺
地
区
は
通
年
開
催
し

て
お
り
、
対
象
者
に
は
別
途
、
個
人

通
知
を
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
申
込
み
な
ど
詳
細
は
、
社
協

洞
爺
支
所
（
洞
爺
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

内
、
　
82-

５
１
８
５
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
申
込
み
・
問
合
せ
は
３
月
31
日
ま

で
に
、
洞
爺
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
　
76-

４
３
６
３
）
へ
。

　洞爺湖町社会福祉協議会では、「ふれ

あい交流会」をサポートしていただけ

るボランティアを募集しています。

　独り暮らしの高齢者の皆さんが楽し

く参加できるよう、送迎や食事の支度

などお手伝いをしていただけませんか。

　詳しくは、洞爺湖町社会福祉協議会（　76-4363）へ連絡ください。

又はメール〔toyako-sha.abuta@jupiter.ocn.ne.jp〕へ

ボランティアを
募集しています

参加しませんか!参加しませんか!



　
　
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か

　
　
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方
は
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納

入
す
る
義
務
が
あ
り
、
年
金
を
受
け

取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

◆
加
入
手
続
き

　
学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
第
一
号

被
保
険
者
と
な
る
方
は
、役
場
ま
た
は

各
支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第
二
号

被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第
二
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
の
第

三
号
被
保
険
者
の
方
は
、
勤
務
先
の

事
業
所
で
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

◆
保
険
料
の
猶
予
・
免
除

　
学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少
な

い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免
除
と
な

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、
所
得

が
な
い
学
生
本
人
の
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

す
。
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
や
、
不
慮
の
事
故
な

ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を

防
止
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
他
に
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ

り
保
険
料
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、

「
保
険
料
免
除
制
度
」
・
「
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
　
住
民
課
戸
籍
年
金
係

　
　
　
　
　
74-

３
０
０
２

住民課戸籍年金係　74-3002

…そこが知りたい

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌
　
【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
一
月
定
例
会
よ
り

「
光
雲
」の
仏
の
慈
愛
の
観
音
像

　
　
　
　
　
た
お
や
か
な
る
美
吾
優
待
た
せ
ん
と
　
　
室
　
野
　
晃
　
慶

と
ろ
と
ろ
と
燃
ゆ
る
火
の
も
と
ぽ
つ
ね
ん
と

　
　
　
　
　
う
つ
つ
と
も
な
し
遠
き
潮
鳴
り
　
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

駒
運
び
を
教
へ
た
こ
と
は
な
い
け
れ
ど

　
　
　
　
　
孫
の
一
手
は
吾
を
う
な
ら
す
　
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

正
月
と
思
ひ
過
せ
る
そ
の
う
ち
に
　

　
　
　
　
　
七
草
行
き
て
刻
は
早
か
り
　
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

噴
火
湾
の
遥
か
沖
よ
り
盛
り
あ
が
り

　
　
　
　
　
光
る
潮
波
春
載
せ
来
し
や
　
　
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

巡
回
の
看
護
師
し
づ
か
に
去
り
し
の
ち
も

　
　
　
　
　
わ
れ
は
眠
れ
ず
真
夜
中
な
れ
ど
　
　
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

う
っ
す
ら
と
元
朝
の
雪
つ
も
り
た
り

　
　
　
　
　
ま
た
新
し
く
何
を
思
ふ
べ
き
　
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

白
鳥
の
羽
音
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
切
ら
れ
け
り
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

寂
れ
ゆ
く
蜑
町
光
り
白
鳥
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

白
鳥
と
共
に
羽
ば
た
く
夢
を
み
る
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

白
鳥
へ
寄
る
子
逃
げ
る
子
磯
匂
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

白
鳥
は
見
え
ず
漂
ふ
朱
き
ブ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

湖
は
白
鳥
百
羽
埋
め
つ
く
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
一
月
定
例
会
よ
り

ふ
つ

さ
び

あ
ま

新
成
人
の
皆
さ
ん
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

■日　時　３月16日（火）　

　　　　　午前10時30分から午後３時30分まで

■場　所　洞爺湖町役場302号会議室

　　　　　※国民年金手帳などをご持参ください。

■問合せ　住民課戸籍年金係　74-3002

年金事務相談所開設のご案内



〈
一
　
般
〉
▽
北
海
道
の
不
思
議
辞
典

（
好
川
之
範
）▽
宇
宙
に
秘
め
ら
れ
た

謎
（
ル
ー
シ
ー
＆
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・

ホ
ー
キ
ン
グ
）
▽
新
版
さ
よ
な
ら
が

い
え
な
く
て
（
水
谷
修
・
ジ
ュ
ン
）

▽
山
本
五
十
六
（
半
籐
一
利
）
▽
幸

せ
の
風
が
吹
い
て
く
る（
木
村
藤
子
）

▽
千
住
家
の
命
の
物
語（
千
住
文
子
）

▽
遊
行
の
門
（
五
木
寛
之
）
▽
Ｑ
人

生
っ
て
？
（
よ
し
も
と
ば
な
な
）
▽

小
さ
な
こ
ろ
に
置
い
て
き
た
も
の
（
黒

柳
徹
子
）
▽
公
事
宿
事
件
書
留
帳
、

遠
い
椿
（
澤
田
ふ
じ
子
）
▽
訪
問
者

（
恩
田
陸
）
▽
明
る
い
方
へ
（
太
田

治
子
）
▽
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
猿
（
伊
坂
幸
太

郎
）▽
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
13（
東
野
圭
吾
）

〈
一
　
般
〉
▽
白
い
巨
塔
〈
全
５
〉・

山
崎
豊
子
自
作
を
語
る
２
，
３
（
山

崎
豊
子
）
▽
遠
野
伝
説
殺
人
事
件
（
西

村
京
太
郎
）
▽
阿
修
羅
（
玄
侑
宗
久
）

▽
む
く
ら
や
な
ぎ
と
眠
る
女
（
村
上

春
樹
）
▽
若
き
友
人
た
ち
へ
（
築
地

哲
也
）
▽
火
山
災
害
復
興
と
社
会
（
高

橋
和
雄
他
）
▽
日
本
の
地
形
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
１
・
２
（
小
泉
武
英
）

▽
き
ち
ん
と
わ
か
る
巨
大
大
地
震
（
産

業
技
術
総
合
研
究
所
）
▽
日
本
の
お

り
が
み
・
日
本
の
お
り
が
み
事
典
（
山

口
真
）
▽
カ
デ
ナ
（
池
澤
夏
樹
）

〈
児
　
童
〉
▽
な
ん
で
も
、
い
っ
ぱ
い
、

こ
ど
も
図
鑑
（
ジ
ュ
リ
ー
・
フ
ェ
イ

ス
）
▽
こ
と
り
（
ま
ど
み
ち
お
）
▽

で
あ
え
て
　
ほ
ん
と
に
よ
か
っ
た
（
宮

西
達
也
）
▽
か
か
し
の
じ
い
さ
ん
（
深

山
さ
く
ら
）

　
　
姜
は
、
血
行
を
促
進
し
、
体
を

　
　
温
め
る
薬
効
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
寒
い
日
が
多
い
こ
の
季
節
に

は
特
に
オ
ス
ス
メ
。
今
月
は
気
軽
に

取
れ
る
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
シ
ョ
ウ
ガ
紅
茶

　
熱
い
紅
茶
に
摩
り
下
ろ
し
た
生
姜

を
適
量
入
れ
、
黒
砂
糖
（
ま
た
は
ハ

チ
ミ
ツ
）
で
甘
味
を
つ
け
る
。

◆
シ
ョ
ウ
ガ
シ
ロ
ッ
プ

　
鍋
に
５
 
ほ
ど
に
ス
ラ
イ
ス
し
た

生
姜
に
砂
糖
を
ま
ぶ
し
、30

分
以
上

お
く
（
１
晩
で
も
可
）。
少
量
の
水
を

入
れ
強
火
で
茹
で
沸
騰
し
て
き
た
ら

蓋
を
取
り
、
弱
火
で
透
明
感
が
出
る

ま
で
煮
る
（
20
〜
30
分
）
と
出
来
上

が
り
、
お
湯
で
薄
め
た
り
、
紅
茶
に

入
れ
た
り
し
て
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ス
ラ
イ
ス
し
た
生
姜
は
ザ

ル
な
ど
で
干
し
、
生
渇
き
時
に
グ
ラ

ニ
ュ
ー
糖
を
ま
ぶ
し
て
お
茶
う
け
に

ど
う
ぞ
。

●
洗
濯
物
が
ス
ト
ー
ブ
に
落
下

　
洗
濯
物
は
、
最
初
は
濡
れ
て
い
て

重
い
の
で
す
が
、乾
い
て
く
る
と
軽
く

な
り
ま
す
。ス
ト
ー
ブ
の
熱
対
流
や
温

風
な
ど
に
よ
り
洗
濯
物
が
揺
れ
、
ス

ト
ー
ブ
の
上
や
周
囲
に
落
下
し
て
、火

災
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
く

れ
ぐ
れ
も
洗
濯
物
は
ス
ト
ー
ブ
の
近

く
に
干
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ス
プ
レ
ー
缶
が
爆
発

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
温
風
や
輻

射
熱
に
よ
り
、
ス
プ
レ
ー
缶
が
加
熱

さ
れ
た
た
め
、
爆
発
、
火
災
。

●
換
気
不
足
で
中
毒
に

　
締
め
切
っ
た
室
内
で
長
時
間
石
油

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
す
る
と
、

一
酸
化
炭
素
中
毒
に
な
り
ま
す
。
１

時
間
に
１
回
は
換
気
し
ま
し
ょ
う
。

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

新
刊
案
内

読
書
の
家
か
ら

読
書
の
家
か
ら

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分
ま
で

（
※
毎
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

●
２
月
の
休
館
日

18
日
・
25
日
・
３
月
４
日

祝
日
・
11
日

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
　
76-

２
１
０
０

み
ず
う
み
読
書
の
家
　
75-

４
７
０
２

◆
消
費
者
だ
よ
り
◆

生
姜
で
体
を
温
め

風
邪
予
防

こ
ん
な
事
故
にご

注
意
!!

　
酸
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名
産
品

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
３
０
０
ｇ
　
６
０
０
円

花
か
つ
お
　
７
５
ｇ
　
　
３
０
０
円

長
ひ
じ
き
　
７
５
ｇ
　
　
５
０
０
円

虻
田
　
佐
々
木
宅
　
　
76-

４
５
８
９

温
泉
　
岡
村
宅
　 

　
75-

２
７
０
４

役
場
産
業
課
　   

　
74-

３
０
０
５

　ＮＰＯ国際芸術文化協会（高尾　桂

代表）は、「2008洞爺湖サミットを成功さ

せよう」をスローガンに、国際交流展を

継続してきましたが、今回、第15回 日・

韓・中の作品交流展を選抜巡回します。

地元の参加者胆振巡回展をお楽しみく

ださい。

■本　展　札幌市民ギャラリー２階

　　　　　２月16日～21日　入場無料

　　　　　10時～16時

■巡回展　第１会場　洞爺湖町庁舎ロ

　　　　　ビー／第２会場　室蘭市市

　　　　　民活動センター

■日　時　３月16日（火）～25日（木）

　　　　　・第１開場９時～17時30分

　　　　　・第２会場９時～15時

第15回 日・韓・中
墨の文化交流展in北海道



　
　
胆
振
消
防
組
合
洞
爺
湖
消
防
署

　
　
で
は
、
洞
爺
湖
町
防
火
協
会（
市

川
友
義
会
長
）
と
協
賛
で
「
防
火
管

理
者
講
習
会
」
を
平
成
21
年
11
月
17
・

18
日
の
２
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
同
講
習
会
は
、
一
定
規
模
の
商
業

施
設
や
医
療
・
福
祉
施
設
、
飲
食
店

な
ど
の
防
火
管
理
を
行
う
為
の
資
格

を
取
得
す
る
講
習
会
。
平
成
21
年
度

は
、
甲
種
に（
２
日
間
講
習
）29
名（
町

外
20
名
）
、
乙
種
に
は
（
１
日
講
習
）

３
名
（
町
外
２
名
）
の
方
々
が
参
加

し
、
真
剣
な
表
情
で
講
習
に
取
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　
近
年
、
多
様
化
す
る
焼
死
火
災
に

対
す
る
備
え
を
行
う
上
で
防
火
管
理

の
責
務
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

防
火
管
理
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、

最
寄
の
消
防
署
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
成
22
年
１
月
５
日
（
火
）
に
洞

　
　
爺
湖
消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
、

式
典
に
先
立
ち
本
町
地
区
・
温
泉
地

区
・
洞
爺
地
区
で
無
火
災
・
無
災
害

を
願
い
消
防
車
両
に
よ
る
パ
レ
ー
ド

を
行
い
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
終
了
後
に
は
、
洞
爺
湖

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
式
典
が
行
わ
れ
、

永
年
に
渡
り
消
防
団
員
と
し
て
貢
献

さ
れ
た
方
々
へ
表
彰
状
及
び
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
、
多
く
の
来
賓
の
方
々

か
ら
感
謝
と
賞
賛
を
頂
き
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
消
防
出
初
式
の
表
彰
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略)

■
北
海
道
知
事
表
彰

●
30
年
勤
続

分
団
長
　
大
西
明
夫
／
分
団
長
　
森

本
　
司
／
班
長
　
阿
部
和
文

●
20
年
勤
続

班
長
　
内
海
裕
靖
／
班
長
　
星
野
正

輝
／
班
長
　
京
谷
常
美
／
班
長
　
小

林
裕
樹
／
団
員
　
京
谷
能
裕

●
10
年
勤
続

団
員
　
白
川
英
治
／
団
員
　
宮
田
敏

文
／
団
員
　
竹
ヶ
原
良
一

■
北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

●
特
別
功
績
章

副
団
長
　
白
川
幸
治
／
分
団
長
　
若

木
昭
夫

●
功
績
章

副
分
団
長
　
京
谷
一
弘

●
30
年
勤
続

副
団
長
　
荒
　
哲
雄
／
分
団
長
　
大

西
明
夫
／
分
団
長
　
堀
家
　
潔
／
副

分
団
長
　
菊
地
新
市

●
20
年
勤
続

班
長
　
京
谷
常
美
／
班
長
　
福
原
博

文
／
班
長
　
小
林
裕
樹
／
団
員
　
京

谷
能
裕
／
団
員
　
島
村
昌
勝

●
10
年
勤
続

団
員
　
宮
田
敏
文
／
団
員
　
竹
ヶ
原

良
一
／
団
員
　
福
島
正
和

■
西
胆
振
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

●
30
年
勤
続

分
団
長
　
大
西
明
夫
／
分
団
長
　
堀

家
　
潔

●
20
年
勤
続

班
長
　
京
谷
常
美
／
班
長
　
福
原
博

文
／
班
長
　
小
林
裕
樹
／
団
員
　
京

谷
能
裕
／
団
員
　
島
村
昌
勝

■
洞
爺
湖
町
長
感
謝
状

●
20
年
勤
続

班
長
　
京
谷
常
美
／
班
長
　
福
原
博

文
／
班
長
　
小
林
裕
樹
／
団
員
　
京

谷
能
裕
／
団
員
　
島
村
昌
勝

　
洞
爺
湖
消
防
署
で
は
、
消
火
活
動

に
必
要
不
可
欠
な
消
防
用
水
利
（
消

火
栓
・
防
火
水
槽
）
に
つ
い
て
、
一

定
量
の
降
雪
が
あ
り
次
第
除
雪
作
業

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
町
内
の
消

防
用
水
利
に
お
い
て
付
近
住
民
の
方
々

の
ご
協
力
に
よ
り
す
で
に
除
雪
さ
れ

て
い
る
個
所
が
あ
る
こ
と
を
担
当
職

員
よ
り
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
ご
家
庭
の
除
雪
作
業
に
も
御
苦
労

さ
れ
て
い
る
中
、
消
防
用
水
利
の
除

雪
に
ご
協
力
し
て
頂
い
た
方
々
へ
こ

の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
21
年
度
　

防
火
管
理
者
講
習
会
を
開
催

消
防
用
水
利
除
雪
協
力
の

お
礼
に
つ
い
て

洞
爺
湖
消
防
団
出
初
式

洞爺湖消防署(　76-2119)・温泉分署(　73-1119)・洞爺支署(　87-2119)『火災・救急・救助119番』

平
成
21
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
12
月
31
日
現
在

●
火
災
件
数
　
20
件

●
救
急
件
数
　
483
件

平
成
21
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
12
月
31
日
現
在

●
火
災
件
数
　
20
件

●
救
急
件
数
　
483
件

「
消
え
る
ま
で
　

　
ゆ
っ
く
り
火
の
元

　
　
に
ら
め
っ
子
」

■
統
一
標
語

真剣な表情で講演を聞く参加者真剣な表情で講演を聞く参加者

消火活動を実践消火活動を実践

洞爺湖消防団出初式洞爺湖消防団出初式



　
　
た
ち
お
琴
ク
ラ
ブ
『
風
雅
』
は
、

　
　
10
月
４
日
、
札
幌
Ｓ
Ｔ
Ｖ
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
、
み
ん
な
あ
ー
と
２

０
０
９（
ス
テ
ー
ジ
部
門
）に
参
加
し

ま
し
た
。

　
こ
の
日
に
向
け
、
平
日
の
夕
方
や

休
日
に
一
生
懸
命
練
習
し
て
臨
ん
だ

結
果
、
北
海
道
保
健
福
祉
局
長
賞
と

い
う
名
誉
あ
る
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
小

熊
先
生
、
お
弟
子
さ
ん
の
萩
原
さ
ん
、

当
日
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い

た
施
設
長
、
係
長
並
び
に
練
習
の
様

子
を
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ

い
た
職
員
の
皆
様
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
・
Ｒ
）

　
今
年
も
、
み
ん
な
あ
ー
と
へ
の
作

品
出
品
に
あ
た
り
、
全
員
で
ひ
と
つ

の
作
品
を
作
る
こ
と
を
目
標
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
度
目

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
皆
、
意
欲
的

に
作
品
制
作
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
、

結
果
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
入
選

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
白
い
画
用
紙
を
黒
く
塗
り
、
そ
の

画
用
紙
に
筆
で
絵
の
具
を
振
り
か
け

る
と
い
う
手
法
で
描
き
ま
し
た
。
皆
、

初
め
て
の
体
験
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

楽
し
く
作
品
制
作
に
臨
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
完
成
し
た
作
品
を
見
て
、

「
き
れ
い
」
と
声
を
そ
ろ
え
て
、
笑

顔
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　
来
年
は
、
個
人
個
人
で
の
製
作
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
個
々
の
感
性

を
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
（
Ｓ
・
Ｙ
）

　
１
月
20
日
、
財
団
法
人
中
央
競
馬

馬
主
社
会
福
祉
財
団
、
社
団
法
人
函

館
馬
主
協
会
か
ら
平
成
21
年
度
助
成

金
を
受
け
、
清
水
友
愛
の
里
へ
福
祉

車
輌
（
助
手
席
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
シ
ー

ト
車
）
が
納
車
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
　
　
　
身
体
機
能
の
低
下
し
て
い

　
　
　
る
高
齢
者
、
あ
る
い
は
重
複

　
　
　
障
が
い
者
な
ど
の
通
院
対
応

　
　
　
や
清
水
友
愛
の
里
利
用
者
の

　
　
　
み
な
ら
ず
、
地
域
生
活
者
の

　
　
　
外
出
の
際
へ
の
利
用
な
ど
幅

　
　
　
広
く
の
方
々
に
活
用
さ
せ
て

　
　
　
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
こ
こ
に
事
業
完
了
の
ご
報

　
　
　
告
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

　
　
　
に
、
財
団
法
人
中
央
競
馬
馬

　
　
　
主
社
会
福
祉
財
団
、
社
会
法

　
　
　
人
函
館
馬
主
協
会
を
は
じ
め
、

　
　
　
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係

各
位
に
謹
ん
で
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。

■
事
　
業
　
名
　
送
迎
用
福
祉
車
輌

　
の
購
入

■
事
業
内
容
　
助
手
席
リ
フ
ト
ア

　
ッ
プ
シ
ー
ト
車
　
１
台

■
総
事
業
費
　
３
２
８
万
６
千
円

■
助
　
成
　
金
　
２
０
０
万
円

■
施
設
の
名
所
　
障
害
者
支
援
施
設

「
清
水
友
愛
の
里
」

■
施
設
の
所
在
地
　
北
海
道
虻
田
郡

　
洞
爺
湖
町
清
水
１
４
２
番
地
３

■
完
了
年
月
日
　
平
成
21
年
１
月
22

　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
・
Ｋ
）

あ
ぶ
た
福
祉
会

あ
ぶ
た
福
祉
会

第
22
号

お
琴
ク
ラ
ブ

い

こ

い

福
祉
車
輌
充
実

〜
よ
り
快
適
な
外
出
を
〜

北海道保健福祉局長賞を受賞したお琴クラブ北海道保健福祉局長賞を受賞したお琴クラブ

入選を果たしたいこいのメンバー入選を果たしたいこいのメンバー入選を果たしたいこいのメンバー入選を果たしたいこいのメンバー

函館馬主協会からの助成金で購入した福祉車両函館馬主協会からの助成金で購入した福祉車両



・女性リーダー研修
会（教）13：00～

・1歳6カ月児、3歳児
健診（さ）13:00～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　
・保育所開放（本）
10:00～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～

・いきいき学園（教）
14：00～
・認知症サポート養
成講座(さ)14:00～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　
・親子ふれあい遊び
（さ）10:00～

・おいしい火山の話
(ビ)9：00～

・洞爺冬まつり（水）
10：00～
・歩くスキーのつど
い(教）9：00～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　
・保育所開放
（本）10:00～

・雪と遊ぼう(財)
13:00～

・洞爺湖生物多様性
フォーラム（環）
13：00～

(２月10日～３月９日)
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

11 12 13 14

16 17

10

18 19 20 21

23 24 25 26 27 28

4 5 6 7

15

22

２月のイベントカレンダー２月のイベントカレンダー

・さ＝健康福祉センターさわやか　76-4006/・教＝教育委員会　74-3010/・総＝洞爺総合センター　82-5111/・文＝
洞爺湖文化センター　75-4400/・水＝とうや水の駅　89-3108/・本＝本町保育所　76-2673/・環＝環境省洞爺湖保護
官事務所　73-2600/・ビ＝洞爺湖ビジターセンター　75-2555/・財＝財田自然体験ハウス　82-5999

・イキイキわくわく
音楽会（文）13：00
<連絡　74-3010（教）>
・文学座（総）10：00～

白井 遥ノ椛ちゃん
      　　  (ののか)

憲宏さん・隆子さん
11月13日生　入１区

飯田　樹汰くん
      　　　 (じゅった)

理さん・章子さん
11月16日生　洞第６

　12月20日手をつなぐ育成会（平山勝俊会長）と知的
障害者通所授産施設「いちばんぼし」の利用者の皆さ
んが、毎年暮れの恒例になっている自作しめ飾りの寄
贈のため、役場を訪れました。
　寄贈されたしめ飾りは、大きさが約1.2m.ほどの特大
サイズ。
　同施設では、今年もしめ飾りの製作、販売を行い、
150セット作り、完売しました。
　当日は、製作に携わった利用者のメンバーから長崎
町長に直接手渡さ
れ、同町長からは
「ありがとうざい
ます。玄関にかけ
るようにします」
とお礼の言葉が述
べられました。

手をつなぐ育成会の皆さん
しめ飾り町に寄贈

特大しめ飾りを手渡すいちばんぼしの皆さん特大しめ飾りを手渡すいちばんぼしの皆さん

■選挙管理委員会からのお知らせ■
　洞爺湖町農業委員会委員選挙立候補予定者事前説明会
の日程が次のとおり決まりました。
■日　時　２月26日（金）午前11時から
■場　所　洞爺湖町役場３階　防災研修ホール
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績
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０
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０
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付
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６
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３
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。
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０
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ラ
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。
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れ
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２
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。
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２
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善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

▼
菊
地
貴
博
さ
ん
（
東
京
都
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は
９

万
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●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
原
昌
明
さ
ん
（
財
田
）
は
２
万
円

〈
歳
末
た
す
け
あ
い
寄
付
金
〉

▼
清
水
ク
ラ
ブ
は
５
千
９
３
０
円

〈
寄
付
物
品
〉

▼
房
野
隆
二
さ
ん
（
泉
）

▼
青
葉
長
生
会

▼
洞
爺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
伊
藤

博
会
長
）
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平
成
22
年
度
洞
爺
湖
町
育
英
基
金

貸
付
学
生（
育
英
生
）の
募
集

無
料
法
律
相
談
会
の

お
知
ら
せ

裁
判
所
出
張
講
座in

伊
達

３月
優良(30分) 一般(60分) 違反(120分) 初回(120分)

２日(火)18:30～/10日(水)13:30～ 10日(水)14:30～/17日(水)18:30～２日(火)19:30～ 15日(月)14:30～

■運転免許更新時講習日程(於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

寄

付

心
か
ら
お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

　
最
愛
の
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
、

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
上
に
も
限
り
な
い
ご
加
護
と
、故
人
の
み
た
ま
が
安

ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

故近井孝志さん
■12月４日死去
■53歳■遺族は利
春さん■泉

故細田とささん
■12月８日死去
■83歳■遺族は金
太郎さん■清水

故近井キクノさん
■12月14日死去
■101歳■遺族は勝
利さん■泉

故本田成子さん
■12月15日死去
■80歳■遺族は辰
雄さん■虻６区

故西坂常義さん
■12月15日死去
■89歳■遺族は義
則さん■虻６区

故武蔵きよさん
■12月21日死去
■80歳■遺族は史
典さん■清水

故落合　讓さん
■12月26日死去
■76歳■遺族はカ
ズ子さん■入４区

故小田ヨシ子さん
■12月29日死去
■65歳■遺族は正
造さん■虻４区

故山田幸敏さん
■12月13日死去
■68歳■遺族は納
子さん■青１区



２月
優良(30分) 一般(60分) 違反(120分) 初回(120分)

18日(木)/24日(水)13:30～ 18日(木)14:30～ 24日(水)14:30～ 16日(火)18:30～

■運転免許更新時講習日程(於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

●
虻田中学校

ハローガス
●

虻田交番
●

●
コスモ石油

←豊浦 国道37号線 伊達→

入江簡易
郵便局

入江簡易郵便局の
移転・再開

　　　　　　　平成19年10月１日か
　　　　　　ら一時閉鎖中でした入
　　　　　　江簡易郵便局が、平成
　　　　　　22年４月より窓口を移
　　　　　　転・再開する予定とな
　　　　　　りました。
　移転後の場所は、コスモ石油スタ
ンド横で、郵便・貯金・保険を取扱
います。

客船「ダイヤモンド・プリンセス」の船内を見学してみませんか

　昨今、高齢化や介護を必要とされる方の増加が懸念されますが、
町では認知症対策の一環として、認知症への関心と理解を深め
てもらおうと講演会を開催しますのでご参加ください。なお、洞
爺地区と温泉・花和・月浦の方に限り送迎バスをご用意致します。

■日　時　平成22年２月18日（木）　14時から　約２時間
■場　所　健康福祉センターさわやか
■講　演　第１部　タクテイールケアの理論と体験
　　　　　第２部　認知症サポーター養成講座
■講　師　JSCI日本スウェーデン福祉研究所　認定インストラ
　　　　　クター　特別養護老人ホーム幸楽園施設長　鈴木卓
　　　　　也氏
　　　　　洞爺湖町地域包括支援センター職員
■参加料　無料
■参加定員　50名

～送迎バス運行表～
○行き　洞爺地区の方　　12時50分発　洞爺総合支所前
　　　　大原地区の方　　13時00分発　大原ふるさと会館前
　　　　香川地区の方　　13時05分発　香川コミュ二テイセン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ター前
　　　　成香地区の方　　13時10分発　なるか愛郷の家前
　　　　花和地区の方　　13時15分発　花和集会所前
　　　　月浦地区の方　　13時25分発　月浦集会所前
　　　　温泉地区の方　　13時35分発　文化センター前
○帰り　16時00分発　行きの経路と逆に運行します。

洞爺湖町地域包括支援センター
（健康福祉センターさわやか内）　76-4822

■申 込 み
　問合せ先

「タクティールケア」及び認知症サポート養成講座
北欧に学ぶ認知症ケア体験

　文化団体協議会の恒例イベント「ふれ合う心の

文化広場」が第25回を数え今年も開催されます。

　特に今年は、「洞爺湖町有珠山ジオパーク認定」・

「洞爺湖温泉誕生100年」を記念して開かれます。

　　　　　　　　　皆さんの参加をお待ちして

　　　　　　　　います。

　　　　　　　　■日　時　３月14日（日）

　　　　　　　　　　　　　12時30開演

　　　　　　　　■場　所　洞爺湖文化センター

　　　　　　　　■入場料　300円　　　　　　

　　　　　　　　■内　容　ステージ発表

洞爺湖温泉誕生100年記念・洞爺湖有珠山ジオパーク認定記念

第25回洞爺湖町ふれ合う心の文化広場

今月のワンショット

■日　　時　５月８日（土）10時30分～12時30分
■場　　所　室蘭港崎守ふ頭第６バース
■対　　象　西胆振３市３町在住の健脚な方
■定　　員　100人（定員超過の場合は抽選）
■応募方法　１通で２人まで。ハガキか封書
　　　　　　�氏名（ふりがな）／�住所、電話番号／�生年月日、性別
　　　　　　／�身分証明書の種類と番号（運転免許証かパスポート
　　　　　　に限定）
■締 切 り　３月10日必着
■申し込み　室蘭市港湾部総務課振興係  0143‐22‐3191
　　　　　　〒051－0022　室蘭市海岸町1丁目20－30
★当選者のみ郵送で通知

■日　　時　５月８日（土）10時30分～12時30分
■場　　所　室蘭港崎守ふ頭第６バース
■対　　象　西胆振３市３町在住の健脚な方
■定　　員　100人（定員超過の場合は抽選）
■応募方法　１通で２人まで。ハガキか封書
　　　　　　�氏名（ふりがな）／�住所、電話番号／�生年月日、性別
　　　　　　／�身分証明書の種類と番号（運転免許証かパスポート
　　　　　　に限定）
■締 切 り　３月10日必着
■申し込み　室蘭市港湾部総務課振興係  0143‐22‐3191
　　　　　　〒051－0022　室蘭市海岸町1丁目20－30
★当選者のみ郵送で通知

駅交流センターで楽器演奏を披露する虻高生駅交流センターで楽器演奏を披露する虻高生
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